第36回　施設処遇検討会議　議事録

H21.1.26　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：三浦理見・馬渡道伸・小坂和子

上平ユリ子・出貝梢・中村文洋・向奈津美

　

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・秋山Ｓ.Ｇ.Ｍ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ

・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・小笠原嘉紀)
記　録：出貝　梢 
議題

１：高柳　和子様（青山荘入所者様）の処遇について

２：古舘　ヨリ様（青明舎利用者様）の処遇について

３：高島　吉太郎様（青風荘入所者様）の処遇について

１：高柳　和子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：総胆管結石 

＜支援内容＞

①服薬管理

· 現在、忘薬することがないことを評価し、自己管理へ移行することやその方法について本人へ提案する。

· 主治医に対し、忘薬なく服用できていることについて情報提供し、自己管理へ移行することについて指示を仰ぐ。

· 始めは、1日分の自己管理から始め、1週間後とに振り返りを行いながら自己管理へ移行する。

· 心配事が増すと、弟様への電話の回数が多くなる。そのような様子が見られた際は、職員も話を聞くことをその都度伝え、傾聴する。

· 電話が頻繁にある場合の対応方法を弟様が来所した際に職員から伝える。

対応方法→弟様から、まず職員に話してみてはどうか本人に提案する

· 不安時の対処方法について、自分が落ち着ける環境や何をすれば安心できるか等、日常生活の振り時返りを通して見つけていく。

· リスパダールとワイパックスについては、不調時には我慢せず飲むよう本人へ伝え、デイケア通所にも持参するようにする。

②気分の落ち込みに対する対処方法
· 本人の興味のあることについて面談や普段の会話の中から引き出していく。

· 興味のあることについて情報提供を行う。

· 公共施設利用や外出するなど本人の希望があれば職員が同行し、活動の場が広がるよう支援する。

· 時折、気分の落ち込み等見られるため、本人の状態を確認しながら簡単なものから行っていく。

③余暇の過ごし方
＜評価＞

服薬の際、スタッフが食事中だったりするとなかなか声掛けをすることが出来ず、薬を待っていることがある。そういった場合は遠慮せずに声掛けするように今まで何度もスタッフより伝えているが、改善されずに至っている。また、他者に気を使いすぎることで、負担になってしまっていることもあるため、余暇の時間等を使い個別にＳＳＴを行い、改善に繋げていく様にする。余暇の時間の過ごし方も、夜間帯は娯楽室でテレビなどを観て過ごしているが、日中の在所時はほぼ自室で過ごされている。今後は娯楽室などで過ごしてもらうように声がけ行い、スタッフとのコミュニケーションを増やしていくようにしていく。不安など相談したいときは弟様に行っており、弟さまの負担が大きくなっている。その為、今後は弟様よりスタッフへ相談するように伝えてもらうようにしていく。
２：古舘　ヨリ様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：糖尿病

＜問題点＞

1 不安軽減

· 申請手続き

· 金銭管理

【申請手続き等について】

· 通知が自宅アパートに届き、自分で分からないものがある際には必ず青明舎へ持参していただき、説明を受けるよう促す。窓口は青明舎へ一本化し、青明舎から病院PSWへ必要があれば情報提供する事とする。

· 書類の郵送や姉様への返送等行う場合には、青明舎へ一度来所し確認した上で行う。

· 二戸市役所への問い合わせ、姉様への確認等、本人が希望すれば必要に応じて代行する。

【金銭管理】

· 金銭管理ノートの記入を促し、青明舎へ確認のために来所するよう説明を行う。本人が来ない場合はデイケア来所時に持参していただき、確認を行う。

· 年金受け取りに関する不安が強い場合には、話しを傾聴し不安の軽減を図る事、また必要時には姉様へ確認を行う。

②　健康・食事管理
· 糖尿病の定期検査を継続し、検査結果の確認を行う。（現在精密検査は2ヶ月に1回）

· 食事、管理の必要性や指導があった場合には、食事を見直し、青明舎食事サービスの利用再開を促す。サービス利用についてデイケア通所時間や帰宅時間等本人が気になる点があるのであれば、デイケアへも情報提供し、利用調整のための面談実施する。

＜評価＞

体重が減少傾向にあるものの、食事の摂取量が多く、お菓子も我慢できずにいる。朝からアイスや缶コーヒーを摂取し、スーパーでも座り込んで飲食をしている。お金も殆どを食費に費やしている状況。糖尿病なので摂取量や種類を見直していく必要がある。また、デイケアでは入浴をしているが、体臭が酷く、服装も汚れが目立っている。時間が無いという理由で外出着を寝間着にしていたり、ご飯粒を大量に着衣につけていてもスタッフに指摘されるまで気が付かなかったりといったことがあった為、本人の格好や補整面を確認していく必要がある。しかし、不安や問題があれば時間帯や相手の都合など関係無く動くものの、本人が必要とするとき以外は青明舎とコンタクトを取ろうとせず、避けている節も見られているため、危機的状況での対処法を検討する必要がある。

３：高島　吉太郎様（青風荘入所者様）の処遇について

　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

身体・生活レベルの低下が見られる

・　睡眠時間安定の為（睡眠状況が不安定）と夜間の尿失禁予防として、22時までに就床して頂き、部屋でポータブルトイレへ用を足す事で、夜間の尿失禁は少なくなってきている為、今後も継続して行なっていく。（就床後2時間を目途に排泄誘導）

・　身体的な機能の低下を予防するため、健康プログラムでの予防体操、朝の体操等を継続して実施する。
・　出来るだけ外界での刺激に触れて頂く為にも、床屋やおやつ等の買物やレク参加を通して生活にメリハリをつけ活性化を図る。
・　身の回りの日課については自身で出来ることは見守

りを継続し、難しい部分については介助を行う。

･　バイタル測定を実施し経過を観察し、血圧が高値が続くようであれば主治医ヘ相談する。

･　ふらつきが目立っている為外出時は必ず傍で付き添う。

・　起立時のふらつきが著明な為静かにゆっくりと立ち上がる事を何度も説明する。

･　日中活動（デイナイト）時は怪我に繋がらないよう見守りをする。（デイナイトスタッフと連携）

＜評価＞

高齢化の影響でフラツキなど身体レベル低下見られている為、プログラムなどを通して維持するように努めていく。また、夜間の失禁はポータブルトイレを使用することで改善見られているため、引き続き継続していくこととする。同じ靴下を何日も履き続けるなど衛生面での不潔みられている為、声掛けを行っていく必要あるが、日課などはスムーズで几帳面にこなすこと出来ている。







